
こ
と
は
、
４
大
学
の
共
同
に

よ
る
多
職
種
連
携
教
育
（
Ｉ

Ｐ
Ｅ
）
の
推
進
に
有
効
と
言

え
る
。

　

そ
こ
で
、
当
日
は
先
ず
大

学
ご
と
の
テ
ー
ブ
ル
で
、
各

大
学
に
お
け
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ケ
ア
の
意
味
や
意
義
に
つ
い

て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
各
大
学
の
代
表
以

外
は
他
の
テ
ー
ブ
ル
に
移

り
、
分
野
を
超
え
た
共
通
性

や
相
違
に
つ
い

て
議
論
し
た
。

最
後
に
元
の

テ
ー
ブ
ル
に
戻

り
、
各
大
学
の

学
生
が
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ケ
ア
を
学

ぶ
科
目
や
方
法

を
検
討
し
た
。

　

本
学
の
テ
ー

ブ
ル
で
は
、
工

学
分
野
に
お
け

る
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ケ
ア
と
は
何
か

と
い
う
新
鮮
な
問
い
に
、
参

加
者
か
ら
有
意
義
な
発
言
が

あ
り
、
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。
埼
玉
県
立
大
学

か
ら
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア

論
に
環
境
の
視
点
を
加
え
る

こ
と
も
重
要
と
の
発
言
が

あ
っ
た
。
生
活
環
境
デ
ザ
イ

ン
学
科
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
関
わ
り
が
、
そ
の
発
言
を

促
し
た
可
能
性
が
窺
わ
れ

る
。
予
定
さ
れ
て
い
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
改
訂
を
念
頭
に
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
に
関
す
る

科
目
を
具
体
的
に
検
討
す
る

大
学
も
あ
っ
た
。
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ケ
ア
の
捉
え
方
の
共
通
性

と
相
違
の
確
認
も
で
き
、
４

大
学
に
よ
る
Ｉ
Ｐ
Ｅ
の
共
通

基
盤
の
構
築
に
向
け
て
、
有

意
義
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と

な
っ
た
。

秋
季
学
位
記
授
与
式
・
入
学
式

秋
季
留
学
生
別
科
修
了
式
挙
行

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
」を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換

彩
の
国
連
携
力
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

第
３
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

合宿棟リニューアル［左上］女子浴室［右上］オープンキッチン［左下］宿泊室［右下］入口付近

各テーブルでは、大学や分野の枠を越えて意見交換が行われた

耐震補強のため天井部分の改修を行った武道場

入学式における学長式辞

留学生別科では修了祝賀会が催された 波多野学長から学位記を授与される修了生

キャンパスリニューアル
武道場の耐震工事を実施
合宿棟をリニューアル

　

今
夏
、
文
科
省
「
平
成
26

年
度
防
災
機
能
強
化
事
業
助

成
金
」
を
活
用
し
て
、
武
道

場
（
Ｗ
22
棟
８
６
１
平
方

㍍
）
の
非
構
造
部
材
耐
震
補

強
工
事
を
実
施
し
た
。
内
容

は
①
天
井
板
の
撤
去
と
鉄
骨

塗
装
②
照
明
器
具
更
新
と
吊

り
金
具
の
耐
震
化
。
こ
の
工

事
に
よ
り
、
学
生
の
安
全
向

上
と
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ

る
省
エ
ネ
効
果
が
図
ら
れ
、

隣
接
す
る
体
育
館
と
色
の
調

和
が
取
れ
景
観
的
に
も
向
上

し
た
。

　

次
に
「
平
成
26
年
度
後
援

会
特
別
事
業
」
に
よ
り
、
合

宿
棟
（
Ｓ
21
棟
６
０
０
平
方

㍍
）
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

　

９
月
20
日
（
土
）、
秋
の

訪
れ
が
感
じ
ら
れ
る
気
配
の

中
、
平
成
26
年
度
の
秋
季
学

位
記
授
与
式
・
留
学
生
別
科

修
了
証
書
授
与
式
、
な
ら
び

に
秋
季
入
学
式
が
、
本
学
の

14
号
館
５
階
会
議
室
に
お
い

て
挙
行
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
ま
ず
午
前
９
時

30
分
よ
り
秋
季
学
位
記
授
与

式
・
留
学
生
別
科
修
了
証
書

授
与
式
が
挙
行
さ
れ
、
今
年

度
は
学
部
53
名
、
大
学
院
博

士
前
期
課
程
６
名
、
大
学
院

博
士
後
期
課
程
１
名
、
留
学

生
別
科
10
名
（
早
期
進
学
者

１
名
を
含
む
）
の
合
計
70
名

が
本
学
を
卒
業
・
修
了
し

た
。

　

告
辞
で
は
波
多
野
学
長

が
、「
自
信
を
持
っ
て
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
く
だ

さ
い
。
今
日
は
そ
の
一
歩
を

祝
福
す
る
日
で
す
」
と
、
卒

業
生
・
修
了
生
た
ち
に
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

　

そ
し
て
正
午
か
ら
は
、
同

会
場
に
て
秋
季
入
学
式
が
挙

行
さ
れ
た
。
今
年
度
は
、
学

部
４
名
、
大
学
院
博
士
前
期

課
程
６
名
、
留
学
生
別
科
18

名
の
合
計
28
名
が
、
本
学
に

入
学
し
た
。

　

入
学
式
は
波
多
野
学
長
に

よ
る
式
辞
、
柳
澤
理
事
長
に

よ
る
祝
辞
、
後
援
会
、
工
友

会
か
ら
の
記
念
品
贈
呈
と
進

み
、
新
入
生
た
ち
は
少
し
緊

張
し
た
面
持
ち
で
式
に
臨
ん

で
い
た
。

　

当
日
は
天
候
が
大
き
く
崩

れ
る
こ
と
も
な
く
、
柳
澤
理

事
長
、
土
井
工
友
会
会
長
、

日
本
工
業
大
学
駒
場
高
校
・

中
学
校
の
吉
田
校
長
を
は
じ

め
多
く
の
教
職
員
が
出
席
し

た
。
ま
た
、
今
年
度
は
土
曜

日
の
開
催
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
か
、
父
母
の
姿
だ
け

で
な
く
研
究
室
の
後
輩
が
駆

け
つ
け
て
祝
福
す
る
場
面
や

友
人
や
恩
師
と
記
念
撮
影
を

す
る
場
面
も
見
ら
れ
、
華
や

か
な
式
と
な
っ
た
。

　

９
月
18
日
（
木
）、「
彩
の

国
連
携
力
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
第
３
回
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
た
。

埼
玉
県
立
大
学
、
埼
玉
医
科

大
学
、
城
西
大
学
と
本
学
の

４
大
学
か
ら
教
職
員
及
び
学

生
が
約
40
名
、
本
学
か
ら
は

８
名
が
参
加
し
た
。
今
回
は

埼
玉
県
立
大
学
の
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ケ
ア
論
が
主
題
と
さ
れ

た
。
保
健
・
医
療
・
福
祉
分

野
の
多
様
な
営
み
を
統
合
し

た
概
念
で
あ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ケ
ア
を
多
視
点
か
ら
考
察
す

る
科
目
で
あ
る
。
こ
う
し
た

科
目
を
各
大
学
で
開
講
し
、

学
生
に
共
通
基
盤
を
与
え
る

た
。
学
生
の
要
望
に
最
大
限

応
え
、
左
記
の
内
容
を
実

施
。
①
女
子
専
用
浴
室
新
設

（
シ
ャ
ワ
ー
付
）
②
食
堂
の

オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
化
③
和

室
の
洋
室
化
④
貴
重
品
入
れ

新
設
⑤
ト
イ
レ
の
ウ
ォ
シ
ュ

レ
ッ
ト
化
⑥
照
明
の
省
エ
ネ

化
⑦
ラ
ウ
ン
ジ
新
設
。
10
月

20
日（
月
）よ
り
使
用
開
始
。

メインステージで行われたオープニング（昨年） 模擬店（昨年）

　本年も11月1日（土）～3日（月・祝）の3日間にわたり若杉
祭が開催されます。今回の若杉祭では、ものづくりを学ぶ
大学の学生たちが、自分たちや来場者の笑顔や思い出をつ
くるため、一つの大きなイベントをつくりあげる、という想
いから「MAKE」というテーマを掲げています。出店や展示、
ライブイベントをはじめ、本学の特色を活かした企画とし
て体験型実験企画やフォーミュラカーの見学が用意されて
いますので、ぜひ若杉祭にご来場いただければ幸いです。
� 大学祭実行委員会委員長　大谷悠太

第
46
回若杉祭 「MAKE」

テ
ー
マ

日本工業大学　工学部　平成27年度入試日程
●機械工学科　●ものづくり環境学科　●創造システム工学科　●電気電子工学科　●情報工学科　●建築学科　●生活環境デザイン学科

入試種別 日　　　　程

特別奨学生入試
筆記試験、調査書
および面接による選考

第2期
出願期間 1/� 6（火）※1～1/23（金）※2 奨学生には、1年次の授業料

全額または半額を免除試験日 1/31（土）～2/� 2（月）本学（都合のよい1日を選択）

一般入試

一般入試Ａ 一般入試Ｂ
出願期間 1/� 6（火）※1～1/23（金）※2 2/3（火）～2/13（金）

試験日
［本学・東京会場は試験日自由選択制］

1/31（土）本学・郡山・水戸・高崎・柏・東京・静岡
2/19（木）　本学・東京2/� 1（日）本学・仙台・東京・横浜・新潟・長野・富山

2/� 2（月）本学・宇都宮・千葉・東京

センター利用入試
センター利用入試Ａ センター利用入試Ｂ センター利用入試Ｃ

出願期間 1/� 6（火）※1～1/29（木） 2/3（火）～2/13（金） 2/16（月）～3/7（土）

AO入試

・AOエントリー入試

・AOコーディネータ入試

第3期 第4期

AOエントリー
入試

エントリー期間 11/� 4（火）～11/13（木）※3 1/30（金）～2/26（木）
面談日 11/22（土）・29（土） 書類受理後に連絡
内定日 12/� 2（火） 3/� 5（木）

コーディネータ入試の申込期間 平成27年2月28日（土）まで、随時受付
出願期間 12/� 4（木）～12/11（木） 2/27（金）～3/� 7（土）
合格発表 12/20（土） 3/14（土）

社会人大学院生　募集（日本工業大学大学院　社会人特別選抜）
本学で先端技術研究の取り組みを

◆大学院工学研究科
　博士前期課程　＊環境共生システム学専攻　＊機械システム工学専攻　＊電子情報メディア工学専攻　＊建築デザイン学専攻
　博士後期課程　＊環境共生システム学専攻　＊機械システム工学専攻　＊電子情報メディア工学専攻　＊建築デザイン学専攻
■平成27年度　大学院　社会人特別選抜入試日程

※1　インターネット出願は、12/20（土）より受付開始！
※2　本学会場で受験を希望する方で、出願書類を持参する場合には、1/24（土）・26（月）に入試室窓口で受け付けます。
※3　11/22（土）進学相談会でエントリー可（同日に第1回面談を実施）
［試験会場は本学のほか、仙台・水戸・高崎・宇都宮・東京・長野・新潟・金沢を設置！（専門高校入試（B工業科）、一般推薦入試（公募制））］
＊専門高校入試（B工業科）� ＜出願期間＞第1期：10/16（木）～11/11（火）、第2期：11/25（火）～12/9（火）
＊一般推薦入試（公募制）� ＜出願期間＞第1期：11/� 1（土）～11/11（火）、第2期：11/25（火）～12/9（火）
＊各入試の詳細は、それぞれの「募集要項」でご確認ください。
願書のご請求およびお問い合せ先　　　入試室　電話：0120-250-267

お問合せ先：教務部教務課　大学院入試係　TEL　0480-33-7507　URL　http://www.nit.ac.jp

日程
出願期間 面接試験 合格発表 手続締切

二次募集 平成27年2月5日～2月12日 2月23日 3月5日 平成27年3月10日

通 信
第 号

http://www.nit.ac.jp

編集・発行

広報室
〒345-8501 埼玉県南埼玉郡宮代町学園台4-1
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第28回日本工業大学建築設計競技

テーマ「公の家」

1964年生まれ。1992年東京工業大学大学院修士課程修
了。伊東豊雄建築設計事務所を経て、2000年コンテンポラ
リーズ一級建築士事務所を設立。2011年から東京工業大
学大学院にて教鞭を執る。2006年みちの家、2011年ルネ
ヴィレッジ成城で東京建築士会・住宅建築賞受賞、主な作品に
塩尻市市民交流センターえんぱーく、2013年熊本アートポリス
高野病院プロポーザルにて最優秀賞受賞、2013年神奈川建
築コンクールにて優秀賞「京浜急行黄金町高架下スタジオ」。

柳澤　潤
（建築家・東京工業大学大学院連携准教授）

　

建
築
を
学
ぶ
全
国
の
高
校
生
を
対
象
に
実
施
さ
れ
る
日
本

工
業
大
学
建
築
設
計
競
技
は
、今
年
度
で
第
28
回
と
な
る
。
今

回
は
、審
査
委
員
長
に
建
築
家
の
柳
澤
潤
氏
を
迎
え
、「
公
の

家
」を
課
題
に
開
催
。60
校
よ
り
２
３
６
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。

入
賞
者
の
作
品
は
11
月
１
日（
土
）か
ら
３
日（
月
）ま
で
、本
学

大
学
祭
期
間
中
に
Ｌ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
で
展
示
さ
れ
、２
日（
日
）に

は
同
セ
ン
タ
ー
・
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
室
で
表
彰
式
と
審
査
委

員
長
に
よ
る
講
評
と
ス
ラ
イ
ド
レ
ク
チ
ャ
ー
が
行
わ
れ
る
。

“
家
”を
通
し
て
新
し
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
か
た
を
問
う

�

審
査
委
員
長　

柳
澤　

潤

建
築
設
計
競
技
で

１
等
に
入
選
し
て

静
岡
県
立
科
学
技
術
高
等
学
校��

建
築
デ
ザ
イ
ン
科（
3
年
）

�

梶
田　

雅
斗

全国60校より236点の応募。入賞作品はLCセンターで展示。

　

日
本
の
高
校
生
は
今
、
家

と
い
う
も
の
に
ど
ん
な
興
味

を
抱
い
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
？
私
た
ち
が
そ
う
で
あ
っ

た
よ
う
に
家
族
が
当
た
り
前

の
単
位
で
一
緒
に
過
ご
す
こ

と
が
今
で
も
普
通
に
思
っ
て

い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
家
は

単
な
る
個
の
集
合
く
ら
い
に

思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
な
が
ら
現
実
は
そ
う

し
た
家
族
や
個
の
在
り
方
を

も
解
体
し
て
し
ま
う
ほ
ど
進

ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。
い
わ

ゆ
る
住
宅
が
以
前
ほ
ど
必
要

と
さ
れ
な
い
時
代
に
突
入
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
現
実
を

踏
ま
え
て
高
校
生
に
も
し
住

宅
が
家
族
だ
け
で
住
む
も
の

で
は
な
く
、
も
う
少
し
広
い

範
囲
、
例
え
ば
友
人
同
士
、

近
隣
同
士
、
趣
味
の
あ
う
仲

間
同
士
な
ど
様
々
な
住
ま
い

か
た
を
想
定
し
て
も
ら
い
な

が
ら
そ
れ
で
も
人
が
一
緒
に

暮
ら
す
意
味
を
問
い
か
け
た

い
、
と
思
っ
て
今
回
の
テ
ー

マ
“
公（
お
お
や
け
）の
家
”

と
名
付
け
た
。
は
っ
き
り

言
っ
て
こ
の
テ
ー
マ
は
大
学

３
年
生
レ
ベ
ル
の
課
題
で
あ

る
。
ち
ょ
っ
と
難
し
か
っ
た

か
な
あ
、
と
課
題
を
決
定
し

た
後
に
若
干
後
悔
も
し
た
が

審
査
会
場
に
足
を
踏
み
入
れ

た
瞬
間
そ
の
疑
問
は
杞
憂
に

終
わ
っ
た
。
２
３
６
作
品
も

の
案
が
“
公
（
お
お
や
け
）

の
家
”
に
対
す
る
回
答
と
し

て
寄
せ
ら
れ
た
。
地
域
の
公

民
館
の
よ
う
な
家
、
公
園
の

よ
う
な
家
、
地
域
を
活
性
化

さ
せ
る
た
め
の
家
、
ま
ち
の

よ
う
な
家
な
ど
“
公
”
に
対

す
る
高
校
生
の
イ
メ
ー
ジ
は

お
そ
ら
く
大
学
生
に
は
な
い

素
直
で
希
望
に
満
ち
た
も
の

で
あ
っ
た
。
ま
だ
ま
だ
家
の

設
計
に
は
こ
ん
な
に
広
が
り

が
あ
る
の
だ
、
と
高
校
生
に

感
動
を
い
た
だ
い
た
。
私
は

今
回
の
高
校
生
の
提
案
全
て

を
大
学
生
に
も
見
て
も
ら
い

た
い
、
お
そ
ら
く
建
築
学
科

に
進
む
学
生
だ
け
で
な
く
文

学
や
社
会
学
、
経
済
学
、
医

学
に
福
祉
な
ど
多
く
の
分
野

に
こ
れ
か
ら
進
む
で
あ
ろ
う

若
き
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
家
や

家
族
、
地
域
や
ま
ち
に
対
す

る
希
望
が
こ
こ
に
表
れ
て
い

る
。
今
回
の
審
査
を
終
え
て

我
々
建
築
家
は
も
っ
と
こ
の

よ
う
に
人
に
希
望
を
与
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
痛
切

に
感
じ
た
の
で
あ
る
。
審
査

に
は
ほ
ぼ
一
日
を
費
や
し
た

が
次
世
代
の
若
者
に
激
励
さ

れ
触
発
さ
れ
た
心
地
良
い
一

日
で
あ
っ
た
。
若
者
た
ち
に

お
礼
を
言
い
た
い
。

　

今
回
は
、
こ
の
よ
う
な
素

晴
ら
し
い
賞
を
頂
き
、
感
謝

し
て
い
ま
す
。
こ
の
家
は
、

公
と
い
う
漢
字
の
意
味
や
由

来
を
調
べ
て
い
る
途
中
で
思

い
つ
い
た
も
の
で
す
。
公
と

い
う
漢
字
は
、「
通
路
」と

「
公
共
の
広
場
」と
い
う
意
味

か
ら
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
意
味
を
形
に
し
た
も
の
が

私
の
提
案
で
す
。
こ
の
公
の

家
は
、
家
の
中
に
公
共
の
通

路
を
含
み
、
多
様
な
人
の
つ

な
が
り
を
生
む
空
間
で
す
。

　

こ
の
作
品
を
仕
上
げ
る
た

め
に
、
夏
季
休
暇
の
す
べ
て

を
費
や
し
ま
し
た
。
毎
日
考

え
て
い
く
中
で
生
ま
れ
た
も

の
で
、
受
賞
を
聞
い
た
時

は
、
本
当
に
感
激
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
私
一
人
だ
け

で
は
、
こ
の
名
誉
は
得
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
審
査
員
の

皆
様
、
指
導
し
て
下
さ
っ
た

先
生
、
相
談
に
乗
っ
て
く
れ

た
家
族
や
友
人
な
ど
、
こ
の

作
品
に
関
わ
っ
て
下
さ
っ
た

多
く
の
人
の
お
か
げ
で
あ

り
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
今

後
の
作
品
制
作
に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
で
す
。

第8回マイクロロボコン高校生大会第6回3D-CADプロダクトデザインコンテスト

　9月13日（土）、1都5県10高校から66
名、85台が集結し競技大会が開催され
た。初心者を対象としたノビス部門で
は昨年比2倍を超える39台がエントリ
し、うち11台が完走した。エキスパー
ト部門では46台中20台が予選を完走
し、その上位8名が、1戦ごとに難易度
が上がるコースを舞台に決勝トーナメ
ントで熱戦を繰り広げた。競技結果は

　第6回目となる今回は、北は北海道
苫小牧工業高等学校、南は沖縄県立宮
古工業高等学校の参加など、全国高等
学校39校からテーマ部門（「風」や「水」
を活かすもの）154作品（35校）、自由
デザイン部門99作品（22校）、CGアイ
ディア部門31作品（4校）のエントリー
があった。10月26日（日）に行われた授
賞式では、齋藤和彦氏（長岡造形大学

競技結果審査結果
順位・賞 高校名 操作者 ロボット名

エ
キ
ス
パ
ー
ト
部
門

優勝 東京都立総合工科高校 内田　翔 グラジオラス
準優勝 福島県立会津工業高校 橋本　尚樹 グレイ
3位 東京都立総合工科高校 村田　幸史 koushi�maru�二号
4位 東京都立総合工科高校 市川　和正 氷華
5位 長野県飯田OIDE長姫高校 加藤　純司 シモ・ヘイヘ
5位 長野県飯田OIDE長姫高校 後藤　昌平 まっだくすふんど
5位 長野県箕輪進修高校 阿部　厳 川内川内
5位 長野県松本工業高校 大月　航 みそばた

ノ
ビ
ス
部
門

優勝 福島県立会津工業高校 弓田　快 you
準優勝 埼玉県立狭山工業高校 原谷　福太良 GO�号2
3位 埼玉県立狭山工業高校 藤木　和真 アギト
4位 東京都立八王子桑志高校 森田　魁 k

特
別
賞

技術賞 福島県立会津工業高校 五十嵐　基 pinky
エコロジー賞 埼玉県立狭山工業高校 中村　駿太 狭工
デザイン賞 長野県飯田OIDE長姫高校 上沼　弘晃 スイスイスイスイスイスイ
学長賞 東京都立八王子桑志高校

各賞 チーム名／名前 高校名
審査員特別賞 3200 東京都立府中工業高等学校
佳作 大山　聖矢 日本工業大学駒場高等学校
佳作 國分　雄太 福島県立郡山北工業高等学校
佳作 フクハラ 春日部共栄高等学校
佳作 瀬尾　里奈 東京都立王子総合高等学校
自由デザイン部門
最優秀賞 P72 群馬県立富岡実業高等学校
優秀賞 米窪　好輝 長野県松本工業高校
優秀賞 マルチメディア部B 岐阜県立岐阜総合学園高等学校
優秀賞 石田　菜都美 愛知県立鶴城丘高等学校
審査員特別賞 洛陽工業高校・電子コース 京都市立洛陽工業高等学校
佳作 会工TSURUさんチーム 福島県立会津工業高等学校
佳作 takako 群馬県立高崎工業高等学校
CGアイディア部門：日常を彩る素敵なアイテム
優秀賞 松本　嘉乃 兵庫県立姫路工業高等学校
優秀賞 福田　真子 兵庫県立姫路工業高等学校
佳作 まるちタクミ3 沖縄県立那覇工業高等学校
佳作 三木　ゆきの 兵庫県立姫路工業高等学校

各賞 高校名
奨励学校賞 秋田県立大曲工業高等学校
奨励学校賞 宮城県米谷工業高等学校
奨励学校賞 栃木県立宇都宮工業高等学校
奨励学校賞 茨城県立総和工業高等学校
奨励学校賞 静岡県立科学技術高等学校

各賞 チーム名／名前 高校名
テーマ部門：「風」や「水」を活かすもの
最優秀賞 該当なし
特別審査員賞 太田　えみか 愛知県立鶴城丘高等学校
優秀賞 愛大附属高校課題研究 愛媛大学附属高等学校
優秀賞 平澤　優 群馬県立前橋工業高等学校
優秀賞 古田　綜一郎 長野県松本工業高校
優秀賞 鈴木　夏実 愛知県立起工業高等学校
優秀賞 冨岡　渓人 群馬県立前橋工業高等学校
エコロジー賞 岡工D科CAD班 長野県岡谷工業高等学校
審査員特別賞 田上　日奈子 愛知県立起工業高等学校
審査員特別賞 山田　拓実 宮城県工業高等学校

下表の通り。ここ数年、東京と長野の
優勝争いが続いており各校の技術力に
は目を見張るものがある。その中で前
大会ではノビス部門のみの参加であっ
た会津工業高等学校が、今大会ではエ
キスパート部門準優勝へと躍進した。
　準優勝機は実行委員会開発の入門者
向けモデルがベース。入門機でも工夫
次第で上位入賞できることが示された。

プロダクトデザイン学科・教授）の講
演、入賞作品全ての造形品が展示され
た。
　自由デザイン部門の最優秀賞はP72�
：福田海人君（群馬県立富岡実業高等学
校）、また奨励学校賞は栃木県立宇都宮
工業高等学校、他4校が受賞した。な
お、テーマ部門とCGアイディア部門の
最優秀賞は該当なしであった。

初心者対象部門のエントリーが倍増北海道から沖縄まで39校がエントリー

入賞者� ○印は共同作品の代表者
審査結果 氏　　名 高校名 学科・学年
一　等 　梶田　雅斗 静岡県立科学技術高等学校 建築デザイン科3年
二　等 　遠藤　駿 静岡県立科学技術高等学校 建築デザイン科3年
三　等 　野口真優梨 富山県立高岡工芸高等学校 建築科3年

審査員賞（柳澤潤）　喜多　広実 神戸市立科学技術高等学校 都市工学科2年
審査員賞（小川次郎）　山中　隆志 愛知県立碧南工業高等学校 建築科3年
審査員賞（金野千恵）　神尾　健太 埼玉県立熊谷工業高等学校 建築科3年

佳　作 　相澤　宏樹 埼玉県立熊谷工業高等学校 建築科3年
佳　作 　阿部かなこ 福島県立福島工業高等学校 建築科3年
佳　作 　清水柚美子 埼玉県立熊谷工業高等学校 建築科2年
佳　作 　高山　大輝 静岡県立科学技術高等学校 建築デザイン科2年

佳　作
○竹谷　龍
　渡　隆盛
　後藤　広樹

兵庫県立神戸工業高等学校
建築科2年
建築科2年
建築科1年

佳　作 　田畑　久蔵 千葉県立市川工業高等学校 建築科3年

佳　作
○渡　隆盛
　竹谷　龍
　後藤　広樹

兵庫県立神戸工業高等学校
建築科2年
建築科2年
建築科1年

奨励賞 　新井　翔 埼玉県立熊谷工業高等学校 機械科3年
奨励賞 　太田　帆南 三重県立四日市工業高等学校 建築科2年

奨励賞 ○柏倉　康平
　高坂　昌樹 北海道札幌工業高等学校 建築科3年

建築科3年
奨励賞 　佐々木　耕 青森県立青森工業高等学校 建築科3年

奨励賞
○辻村　真人
　秋元　啓佑
　鎌田　健太

北海道札幌工業高等学校
建築科3年
建築科3年
建築科3年

奨励賞 　寺田　佳夫 京都市立伏見工業高等学校 システム工学科住環境システムコース3年
奨励賞 　鳥山　芽久 山梨県立甲府工業高等学校 建築科3年
奨励賞 　長尾穂の華 神戸市立科学技術高等学校 都市工学科3年
奨励賞 　野村　奈央 国立東京工業大学附属科学技術高等学校 立体造形・ディジタルデザイン分野3年
奨励賞 　橋本　倫瑠 三重県立伊勢工業高等学校 建築科1年
奨励賞 　半田　由衣 東京都立工芸高等学校 インテリア科3年
奨励賞 　茂木　友寛 国立呉工業高等専門学校 建築学科3年

奨励学校賞
　山形県立山形工業高等学校　　福島県立会津工業高等学校
　福島県立福島工業高等学校　　神戸市立科学技術高等学校
　岡山県立水島工業高等学校

自由デザイン部門最優秀賞作品 1インチ角のロボットで競うテーマ部門特別審査員賞作品 競技の様子



（別表１）資金収支計算書� 単位：千円
科目 H25年度 H24年度 増減

収入の部�
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 6,388,449 6,345,144 43,305
手 数 料 収 入 76,268 74,095 2,173
寄 付 金 収 入 109,876 72,656 37,220
補 助 金 収 入 557,198 623,657 △66,459
資 産 運 用 収 入 235,266 166,997 68,269
資 産 売 却 収 入 0 0 0
事 業 収 入 49,188 39,114 10,074
雑 収 入 193,109 201,167 △8,058
借 入 金 等 収 入 0 0 0
前 受 金 収 入 2,257,423 2,163,215 94,208
そ の 他 の 収 入 490,319 891,511 △401,192
資 金 収 入 調 整 勘 定 △2,458,228 △2,527,841 69,613
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 3,921,005 3,941,466 △20,461
収 入 の 部 合 計 11,819,873 11,991,181 △171,308

支出の部
人 件 費 支 出 2,733,583 2,737,253 △3,670
教 育 研 究 費 支 出 1,516,881 1,487,865 29,016
管 理 経 費 支 出 540,236 506,987 33,249
借 入 金 等 利 息 支 出 39,791 52,435 △12,644
借 入 金 等 返 済 支 出 343,340 396,110 △52,770
施 設 関 係 支 出 915,516 926,871 △11,355
設 備 関 係 支 出 287,034 176,380 110,654
資 産 運 用 支 出 1,665,981 1,492,919 173,062
そ の 他 の 支 出 424,982 406,396 18,586
資 金 支 出 調 整 勘 定 △130,374 △113,040 △17,334
次 年 度 繰 越 支 払 資 金 3,482,903 3,921,005 △438,102
支 出 の 部 合 計 11,819,873 11,991,181 △171,308

（別表４）資金収支予算書� 単位：千円
科目 H26年度 H25年度 増減

収入の部�
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 5,910,710 5,951,507 △40,797
手 数 料 収 入 52,000 54,470 △2,470
寄 付 金 収 入 67,030 67,030 0
補 助 金 収 入 426,000 456,500 △30,500
資 産 運 用 収 入 121,500 24,000 97,500
資 産 売 却 収 入 0 0 0
事 業 収 入 31,603 30,544 1,059
雑 収 入 130,511 113,300 17,211
借 入 金 等 収 入 0 0 0
前 受 金 収 入 1,982,382 1,942,767 39,615
そ の 他 の 収 入 1,568,078 1,529,723 38,355
資 金 収 入 調 整 勘 定 △2,257,423 △2,163,216 △94,207
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 3,482,903 3,921,005 △438,102
収 入 の 部 合 計 11,515,294 11,927,630 △412,336

科目 H26年度 H25年度 増減
支出の部
人 件 費 支 出 2,880,931 2,791,520 89,411
教 育 研 究 費 支 出 1,840,168 2,065,075 △224,907
管 理 経 費 支 出 836,733 759,270 77,463
借 入 金 等 利 息 支 出 30,190 39,800 △9,610
借 入 金 等 返 済 支 出 252,850 343,340 △90,490
施 設 関 係 支 出 317,000 817,600 △500,600
設 備 関 係 支 出 248,312 302,091 △53,779
資 産 運 用 支 出 1,456,500 1,430,000 26,500
そ の 他 の 支 出 479,164 497,247 △18,083
〔 予 備 費 〕 110,000 110,000 0
資 金 支 出 調 整 勘 定 △21,394 △26,063 4,669
次 年 度 繰 越 支 払 資 金 3,084,840 2,797,750 287,090
支 出 の 部 合 計 11,515,294 11,927,630 △412,336

（別表5）消費収支計算書の主要項目の分析表
主要項目の分析比率（％） H25年度 H24年度 増減
補 助 金 / 帰 属 収 入 7.3％ 8.2％ -1.0％
人 件 費 / 帰 属 収 入 35.5％ 35.8％ -0.3％
教育研究経費 / 帰属収入 32.6％ 33.1％ -0.5％
管 理 経 費 / 帰 属 収 入 7.6％ 7.3％ 0.3％
借入金等利息 / 帰属収入 0.5％ 0.7％ -0.2％
人 件 費 / 学 生 納 付 金 42.6％ 42.8％ -0.1％

（別表３）貸借対照表� 単位：千円
資産の部

科目 H25年度 H24年度 増減
固定資産 42,836,559 41,260,895 1,575,664
　有形固定資産 20,622,339 20,478,328 144,011
　その他の固定資産 22,214,220 20,782,567 1,431,653

流動資産 3,973,048 4,324,284 △351,236

合　　計 46,809,607 45,585,179 1,224,428

負債・基本金・消費収支差額の部
科目 H25年度 H24年度 増減

負債の部 5,316,963 5,560,643 △243,680
　固定負債 2,291,905 2,554,386 △262,481
　流動負債 3,025,058 3,006,257 18,801

基本金の部 44,645,289 43,521,545 1,123,744
翌年度繰越消費収支差額 △3,152,645 △3,497,009 344,364

合　　　計 46,809,607 45,585,179 1,224,428

（別表２）消費収支計算書� 単位：千円
科目 H25年度 H24年度 増減

消費収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 6,388,449 6,345,144 43,305
手 数 料 76,268 74,095 2,173
寄 付 金 128,395 83,782 44,613
補 助 金 557,198 623,657 △66,459
資 産 運 用 収 入 219,587 148,494 71,093
資 産 売 却 差 額 0 0 0
事 業 収 入 49,188 39,114 10,074
雑 収 入 251,772 259,489 △7,717
そ の 他 の 収 入 0 0 0
帰 属 収 入 合 計 7,670,857 7,573,775 97,082
基 本 金 組 入 額 合 計 △1,123,744 △941,625 △182,119
消 費 収 入 の 部 合 計 6,547,113 6,632,150 △85,037

消費支出の部
人 件 費 2,723,952 2,714,531 9,421
教 育 研 究 経 費 2,499,488 2,506,508 △7,020
管 理 経 費 583,154 549,563 33,591
借 入 金 等 利 息 39,790 52,435 △12,645
資 産 処 分 差 額 67,389 32,229 35,160
そ の 他 の 支 出 288,975 256,083 32,892
消 費 支 出 の 部 合 計 6,202,748 6,111,349 91,399
当 年 度 消 費 収 支 超 過 額 344,365 520,801 △176,436
前 年 度 繰 越 支 出 超 過 額 △3,497,009 △4,017,811 520,802
翌 年 度 繰 越 支 出 超 過 額 △3,152,644 △3,497,010 344,366
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梅
崎
教
授
が
学
会
賞
受
賞

機械実工学教育センターなどを見学する一行

座学のほか、アウトドアでも英語を学ぶ

専
門
職
大
学
院
の
秋
学
期

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

　

技
術
経
営
大
学
院
の
一
年

間
の
う
ち
四
学
期
の
そ
れ
ぞ

れ
が
、
院
生
に
と
っ
て
節
目

と
な
る
。
秋
学
期
は
特
に
大

き
な
節
目
と
言
え
る
。

　

秋
に
な
る
と
仕
事
と
授
業

を
両
立
す
る
生
活
に
は
慣
れ

て
く
る
が
、
こ
の
時
期
か
ら

特
定
課
題
研
究
が
始
ま
る
。

こ
れ
は
勤
務
先
の
会
社
の
方

向
性
や
業
務
な
ど
の
課
題
解

決
、
自
分
の
起
業
プ
ラ
ン
な

ど
の
研
究
を
す
る
も
の
だ
。

　

研
究
を
進
め
る
た
め
に
院

生
は
ゼ
ミ
に
所
属
す
る
が
、

そ
こ
で
先
輩
修
了
生
と
接
す

る
機
会
が
増
え
て
く
る
。
修

了
生
の
多
く
は
大
学
院
で
の

研
究
を
自
ら
実
践
し
て
お

り
、
自
信
に
溢
れ
た
姿
で
後

輩
に
接
す
る
。

　

院
生
は
、
春
夏
の
授
業
で

沢
山
の
知
識
は
学
ん
で
い
る

が
実
践
は
ま
だ
ま
だ
で
、
修

了
生
か
ら
刺
激
を
受
け
つ

つ
、
自
分
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
も

感
じ
る
。
知
識
を
学
ぶ
受
身

の
姿
勢
か
ら
、
自
分
で
研
究

を
進
め
実
践
す
る
と
い
う
段

階
に
進
む
こ
と
へ
の
期
待

と
、
自
分
が
出
来
る
か
と
い

う
不
安
が
入
り
混
じ
る
。　

　

加
え
て
研
究
を
進
め
て
い

る
間
に
も
、
仕
事
の
方
で
も

様
々
な
出
来
事
に
直
面
す

る
。
秋
は
院
生
に
と
っ
て
タ

フ
な
日
々
を
過
ご
す
期
間
と

な
る
。

　

そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が

ク
ラ
ス
の
仲
間
だ
。
一
年
制

の
た
め
、
授
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
タ
イ
ト
に
な
っ
て
お

り
、
ク
ラ
ス
の
仲
間
と
は
ほ

ぼ
毎
日
顔
を
合
わ
せ
る
。

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
職
場
の

人
達
よ
り
も
ク
ラ
ス
の
仲
間

に
多
く
接
し
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
。

　

勤
務
先
で
の
立
場
は
社
長

と
若
手
社
員
な
ど
ま
っ
た
く

異
な
っ
て
い
て
も
、
お
互
い

に
何
で
も
話
せ
る
関
係
が
出

来
上
が
っ
て
来
て
い
る
。
こ

の
ク
ラ
ス
の
仲
間
と
の
関
係

に
、
ゼ
ミ
の
先
輩
後
輩
の
関

係
も
相
ま
っ
て
、
仲
間
が
広

が
り
さ
ら
に
密
接
に
な
っ
て

い
く
。

　

こ
の
仲
間
や
先
輩
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
仕
事
、
授
業
と

秋
学
期
か
ら
の
研
究
を
両
立

さ
せ
、
翌
春
に
は
一
年
前
と

は
異
な
る
仲
間
も
交
え
、
修

了
生
と
し
て
次
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
へ
挑
戦
し
て
い
く
。

大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
・
教
授
　
清
水
　
弘

　
国
際
交
流
・
海
外
研
修

衢
州
中
等
専
業
学
校
の

一
行
が
来
学

夏
休
み
を
利
用
し
た

カ
ナ
ダ
語
学
研
修

イ
ン
ド
、ベ
ト
ナ
ム
に
お

け
る
イ
ン
タ
ー
ン
研
修

　

７
月
30
日
（
水
）
か
ら
８

月
３
日
（
日
）
ま
で
、
留
学

生
別
科
の
協
定
校
で
あ
る
中

国
浙
江
省
・
衢
州
中
等
専
業

学
校
か
ら
、　

玉
琴
校
長
を

代
表
と
す
る
教
員
５
名
、
学

生
５
名
の
一
行
が
来
学
し

た
。
同
校
か
ら
は
毎
年
多
く

の
卒
業
生
が
本
学
に
留
学

し
、
現
在
も
８
名
が
勉
学
に

励
ん
で
い
る
。
今
回
の
訪
問

目
的
は
、
学
長
表
敬
、
教

育
・
研
究
施
設
の
見
学
、
留

学
生
別
科
で
の
日
本
語
研

修
、
先
輩
在
学
生
と
の
交
流

と
盛
り
だ
く
さ
ん
で
あ
っ
　

実
践
異
文
化
理
解
と
い
う

語
学
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
英

語
と
海
外
で
の
実
体
験
を
融

合
さ
せ
た
科
目
で
、
今
年
度

は
７
月
31
日
〜
８
月
25
日
の

26
日
間
行
わ
れ
た
。

　

カ
ナ
ダ
、
ア
ル
バ
ー
タ
州

ク
ロ
ー
ズ
ネ
ス
ト
パ
ス
に
あ

る
日
本
工
業
大
学
カ
ナ
ダ
研

修
所
で
の
３
週
間
の
語
学
・

ア
ウ
ト
ド
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

研
修
は
９
月
２
日
（
火
）

〜
９
日
（
火
）
の
８
日
間

で
、
21
名
が
参
加
し
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
研
修
で
は
、
ホ

ー
チ
ミ
ン
市
内
の
工
場
２
社

を
見
学
し
、
ア
ジ
ア
に
お
け

る
わ
が
国
製
造
業
の
役
割
を

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
日
本

の
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
遺
跡

修
復
チ
ー
ム
の
協
力
に
よ
る

修
復
実
習
、
上
智
大
学
ア
ジ

ア
人
材
研
究
所
協
力
に
よ
る

修
復
現
場
見
学
を
実
施
。
ま

た
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
“
か
も
の

は
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
”
の
協

力
に
よ
る
工
場
実
習
な
ど
も

行
い
、
製
造
か
ら
販
売
ま
で

の
流
れ
を
体
験
し
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
中
部
の
ダ
ナ
ン

市
で
は
、
本
学
生
活
環
境
デ

ザ
イ
ン
学
科
樋
口
佳
樹
准
教

授
の
指
導
の
も
と
、
ダ
ナ
ン

大
学
の
学
生
と
共
に
水
質
調

査
を
実
施
。
現
地
大
学
生
と

の
交
流
も
楽
し
ん
だ
。

は
、
朝
８
時
か
ら
の
語
学
ク

ラ
ス
と
午
後
の
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
に
よ
っ

て
、
全
身
で
英
語
の
シ
ャ

ワ
ー
を
浴
び
る
。
さ
ら
に
毎

週
行
わ
れ
る
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ト

リ
ッ
プ
（
乗
馬
、
ラ
フ
テ
ィ

　

機
械
工
学
科
の
梅
崎
栄
作

教
授
が
８
月
29
日
（
金
）、

日
本
実
験
力
学
会
の
技
術
賞

を
受
賞
し
た
。
受
賞
論
文
名

ン
グ
、
炭
鉱
ツ
ア
ー
）
は
日

常
の
学
習
と
連
動
し
た
学
習

と
な
る
。
今
年
は
例
年
以
上

に
成
果
の
上
が
っ
た
年
で

あ
っ
た
。

は
「
紫
外
線
硬
化
樹
脂
の
硬

化
過
程
に
お
け
る
流
動
と
熱

解
析
」。

　

紫
外
線
硬
化
樹
脂
の
硬
化

過
程
に
お
け
る
流
動
と
温
度

を
経
時
的
に
同
時
に
計
測
す

る
技
術
を
開
発
し
、
硬
化
過

程
に
お
け
る
紫
外
線
硬
化
樹

脂
の
動
き（
流
動
）は
主
と
し

て
硬
化
時
の
樹
脂
の
収
縮
に

よ
り
生
じ
、
反
応
の
際
に
生

じ
る
熱
の
影
響
を
ほ
と
ん
ど

受
け
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
こ
の
計
測
技
術
は
、

収
縮
に
よ
り
残
留
応
力
が
生

じ
る
紫
外
線
硬
化
樹
脂
製
品

の
強
度
的
信
頼
性
向
上
の
た

め
の
必
要
デ
ー
タ
の
取
得
に

利
用
さ
れ
、
同
樹
脂
を
用
い

た
製
品
の
品
質
向
上
に
繋
が

る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

た
。
施
設
見
学
で
は
、
２
日

間
に
わ
た
っ
て
、
様
々
な
施

設
を
熱
心
に
見
学
し
た
。
留

学
生
会
主
催
の
夕
食
会
も
催

さ
れ
、
先
輩
と
も
賑
や
か
に

交
流
し
た
。
ま
た
、
８
月
１

日
は
期
末
試
験
終
了
後
の
夏

祭
り
大
会
開
催
日
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
普
段
は
見
ら
れ

な
い
屋
外
イ
ベ
ン
ト
や
模
擬

店
を
楽
し
み
つ
つ
、
キ
ャ
ン

パ
ス
の
雰
囲
気
を
実
感
し
て

い
る
様
子
で
あ
っ
た
。

一
・
は
じ
め
に

　

第
四
十
七
期
決
算
、第
四

十
八
期
予
算
が
公
認
会
計
士

及
び
法
人
監
事
の
監
査
を
受

け
、法
人
理
事
会
・
評
議
員
会

で
承
認
決
定
さ
れ
た
た
め
、

こ
こ
に
財
務
諸
表
を
お
知
ら

せ
し
、関
係
各
位
の
ご
理
解

と
引
き
続
き
の
ご
協
力
・
ご

支
援
を
お
願
い
す
る
。

　

平
成
二
十
五
年
度
（
二
〇

一
三
年
度
）
に
本
学
が
行
っ

た
主
な
事
業
等
は
次
の
通

り
。

　

●
生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学

科
実
験
研
究
棟
竣
工
。
自
然

光
を
利
用
し
た
省
エ
ネ
化
、

建
物
内
部
構
造
の
見
え
る
化

等
に
よ
り
利
便
性
と
学
生
の

創
造
性
が
向
上
。
二
階
部
分

に
は
、
福
祉
関
連
の
学
生
実

験
・
実
習
施
設
を
設
置
。

　

●
体
育
館
耐
震
化
・
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
工
事
を
実
施
。

ア
リ
ー
ナ
の
拡
張
や
二
階
に

観
客
席
を
設
置
。
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
も
増
床
し
、
今
後
は

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
も
一

新
予
定
。
併
せ
て
、
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
も
増
床
工
事
を

行
っ
た
。
教
育
環
境
の
充
実

と
共
に
災
害
発
生
時
の
避
難

場
所
等
、
多
目
的
な
利
用
が

可
能
と
な
っ
た
。

　

●
埼
玉
県
・
白
岡
市
総
合

防
災
訓
練
が
本
学
を
会
場
に

実
施
。
埼
玉
県
知
事
や
自
衛

隊
も
参
加
し
て
の
合
同
訓
練

と
な
り
、
学
生
・
職
員
だ
け

で
な
く
近
隣
住
民
も
参
加
。

今
後
も
継
続
し
て
防
災
訓
練

を
行
う
。

二
・

平
成
二
十
五
年
度
決

算
に
つ
い
て

　

学
校
法
人
会
計
基
準
に
基

づ
く
主
た
る
財
務
諸
表
に
は

次
の
三
表
が
あ
る
。
①
全
て

の
資
金
の
流
れ
と
そ
の
顛
末

を
示
す
「
資
金
収
支
計
算

書
」（
別
表
１
）、
②
各
年
度

に
お
け
る
収
支
の
均
衡
状
態

や
財
政
の
健
全
さ
を
見
る
上

で
の
指
標
と
な
る
「
消
費
収

支
計
算
書
」（
別
表
２
）、
③

決
算
時
点
に
お
け
る
財
政
状

態
を
明
ら
か
に
し
た
「
貸
借

対
照
表
」（
別
表
３
）の
三
表

で
あ
る
。
ま
た（
別
表
５
）に

て
「
消
費
収
支
計
算
書
主
要

項
目
の
分
析
表
」
を
添
付
。

詳
細
に
つ
い
て
は
別
表
を
ご

参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（
消
費
収
支
計
算
書
）

○
収
入
の
部

　

学
生
生
徒
等
納
付
金
は
、

前
年
度
比
四
千
三
百
万
円
の

増
、
手
数
料
は
受
験
生
の
増

加
に
よ
り
二
百
十
万
円
の
増

収
と
な
っ
た
。
寄
付
金
は
前

年
度
比
四
千
四
百
万
円
増
加

し
た
。
補
助
金
は
、
六
千
六

百
万
円
減
少
し
た
が
、
施
設

設
備
等
補
助
金
申
請
の
減
少

に
よ
る
も
の
。
資
産
運
用
収

入
は
、
前
年
度
比
約
七
千
百

万
円
の
増
加
、
こ
れ
は
有
価

証
券
の
償
還
差
益
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
日
本
国
債
を
中

心
と
し
た
安
全
面
を
優
先
と

し
た
運
用
を
実
施
。
雑
収
入

で
は
、
前
年
度
比
七
百
万
円

の
減
、
定
年
退
職
者
要
因
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
の

結
果
、
帰
属
収
入
は
前
年
対

比
九
千
七
百
万
円
増
加
し
、

七
十
六
億
六
千
七
百
万
円
と

な
っ
た
。
基
本
金
組
入
額
と

は
大
学
の
教
育
研
究
環
境
を

永
続
的
に
維
持
向
上
さ
せ
る

た
め
に
不
可
欠
な
資
産
投
資

を
示
し
た
も
の
。

○
支
出
の
部

　

人
件
費
は
新
規
教
員
の
採

用
も
あ
り
、
前
年
度
比
九
百

万
円
の
増
加
と
な
っ
た
。
教

育
研
究
経
費
は
総
額
で
二
十

四
億
九
千
万
円
と
な
り
、
前

年
度
比
七
百
万
円
減
少
。
減

価
償
却
費
の
減
少
が
主
な
要

因
と
な
っ
た
。
学
生
へ
の
還

元
を
表
す
教
育
研
究
費
比
率

（
別
表
５
ご
参
照
）
は
約
三

二
・
六
％
で
あ
り
、
全
国
的

に
も
高
い
水
準
を
維
持
し
て

い
る
。
管
理
経
費
は
総
額
で

五
億
八
千
三
百
万
円
、
前
年

比
三
千
三
百
万
円
増
加
。
学

生
募
集
費
等
の
要
因
に
よ
る

も
の
。

三
・

平
成
二
十
六
年
度
予

算
に
つ
い
て

（
資
金
収
支
予
算
書
）

　

平
成
二
十
六
年
度
の
全
て

の
資
金
の
流
れ
と
そ
の
顛
末

を
示
す
「
資
金
収
支
予
算

書
」（
別
表
４
）
の
概
略
は
次

の
と
お
り
。
主
た
る
収
入
で

あ
る
学
生
生
徒
等
納
付
金
収

入
は
、
学
部
・
大
学
院
共
学

生
数
を
厳
し
目
に
予
測
し

た
。
補
助
金
は
今
後
も
積
極

的
に
申
請
・
獲
得
を
目
指
す
。

　

教
育
研
究
経
費
支
出
は
直

接
学
生
諸
君
に
係
る
経
費
の

た
め
、
今
後
も
高
水
準
を
維

持
で
き
る
予
算
と
し
た
。
施

設
・
設
備
関
係
支
出
で
は
、

今
年
度
も
防
災
強
化
関
連
の

予
算
を
計
上
。
大
型
設
備
の

更
新
等
も
見
込
ん
だ
予
算
と

し
た
。

四
・
む
す
び

　

今
夏
、
学
生
・
教
職
員
・

近
隣
住
民
参
加
の
防
災
訓
練

を
実
施
。
防
災
・
減
災
等
の

危
機
管
理
体
制
強
化
の
一
環

と
し
て
学
内
に
井
戸
を
掘

削
。
補
助
金
申
請
も
行
っ

た
。
大
学
創
立
五
十
周
年
を

控
え
、
今
後
も
特
色
あ
る
教

育
研
究
を
推
進
し
て
ゆ
く
。

そ
の
た
め
に
は
、
学
生
、
ご

父
母
、
卒
業
生
の
皆
様
の
ご

理
解
が
不
可
欠
で
あ
り
、
引

き
続
き
関
係
各
位
の
皆
様
の

ご
協
力
・
ご
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

�

（
財
務
部
）

日
本
工
業
大
学
の
財
務
状
況
に
つ
い
て

第
47
期
決
算
・
第
48
期
予
算
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▼「
さ
れ
ど
、わ
れ

ら
が
日
々
―
」
で

芥
川
賞
を
受
賞
し

デ
ビ
ユ
ー
し
た
作

家
が
柴
田
翔
で
あ

る
。
当
時
筆
者
は

小
学
校
六
年
生
▼

彼
の
功
績
を
讃
え
る
記
事

は
、
今
で
も
し
っ
か
り
と
脳

裏
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
先
日

久
し
ぶ
り
に
、
そ
の
作
品
を

読
み
返
し
て
み
た
。
半
世
紀

の
時
を
経
て
も
な
お
心
に
響

く
内
容
で
あ
っ
た
▼
こ
こ

で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
よ

う
。「
や
が
て
、
私
た
ち
が

本
当
に
年
老
い
た
時
、
若
い

人
た
ち
が
き
く
か
も
知
れ
な

い
。
あ
な
た
方
の
頃
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
と
。
そ
の
時
私

た
ち
は
答
え
る
だ
ろ
う
。
私

た
ち
の
頃
に
も
同
じ
よ
う
な

困
難
が
あ
っ
た
。」
差
し
詰

め
、「
私
た
ち
」
は
筆
者
を

指
し
、「
若
い
人
た
ち
」
は

ま
さ
に
学
生
諸
君
を
指
す
の

で
あ
ろ
う
▼
困
難
は
、
い
つ

の
時
代
、
ど
ん
な
人
に
も
あ

る
の
だ
。
文
は
、
更
に
続

く
。「
私
た
ち
の
中
に
も
、

時
代
の
困
難
か
ら
抜
け
出
し

新
し
い
生
活
に
勇
敢
に
進
み

だ
そ
う
と
し
た
人
が
い
た
の

だ
と
」
▼
困
難
と
ど
の
よ
う

に
向
き
合
う
か
は
永
遠
の

テ
ー
マ
に
違
い
な
い
。【
信
】

編 集 後 記

特
別
展
「
英
文
学
者

島
村
盛
助
Ⅱ
」

宮代町
だより

191号

　

郷
土
の
偉
人
で
あ
る
島

村
盛
助
は
、夏
目
漱
石
の
教

え
子
で
、岩
波
書
店
刊
行
の

英
和
辞
典
編
さ
ん
で
知
ら

れ
る
英
文
学
者
で
す
。
平

成
15
年
に
第
１
回
目
の
特

別
展
が
開
催
さ
れ
、今
回

は
、そ
の
後
約
10
年
が
経
過

す
る
中
で
、調
査
に
よ
り
発

見
さ
れ
て
き
た
多
く
の
資

料
が
展
示
さ
れ
る
予
定
で

す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
間��

11
月
１
日（
土
）〜

12
月
27
日（
土
）９
時
30
分

〜
16
時
30
分
／
休
館
日
月

曜（
祝
日
の
場
合
は
翌

日
）、12
月
24
日（
水
）／
入

場
無
料
／
場
所
・
問
合
せ��

郷
土
資
料
館
０
４
８
０
・

３
４
・
８
８
８
２

◆
情
報
工
学
科
主
任

　

辻
村
泰
寛
教
授
（
新
任
）

◆
生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
主
任

　

黒
津
高
行
教
授
（
新
任
）

◆
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
幹
事

　

長
坂
保
美
教
授
（
新
任
）

◆
電
子
情
報
メ
デ
ィ
ア
工
学
専
攻

幹
事　

青
柳　

稔
教
授
（
新
任
）

◆
建
築
デ
ザ
イ
ン
学
専
攻
幹
事

　

三
坂
育
正
教
授
（
新
任
）

◆
機
械
工
学
専
攻
幹
事

　

長
坂
保
美
教
授
（
再
任
）

◆
電
気
工
学
専
攻
幹
事

　

青
柳
稔
教
授
（
再
任
）

◆
建
築
学
専
攻
幹
事

　

三
坂
育
正
教
授
（
新
任
）

◆
留
学
生
別
科
長
兼
担

　

古
閑
伸
裕
教
授
（
再
任
）

【
配
置
換
】（
10
月
１
日
）

◆
学
修
支
援
セ
ン
タ
ー

�

河
住
有
希
子
講
師
→
共
通
教
育
系

【
解
任
】（
９
月
30
日
）

◆
学
生
支
援
部
長
補
佐

　

呉
志
良
准
教
授

◆
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
幹
事

　

中
里
裕
一
教
授

◆
市
川
泰
弘
准
教
授
（
共
通
教
育

系
）
／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
７
／

31
〜
８
／
25
）
／
目
的
＝
「
実
践

異
文
化
理
解
」
参
加
者
の
指
導
お

よ
び
引
率
（
参
加
学
生
９
名
）

◆
廣
田
純
子
准
教
授
（
共
通
教
育

系
）
／
同
前

◆
樋
口
佳
樹
准
教
授
（
生
活
環
境

デ
ザ
イ
ン
学
科
）
／
出
張
先
＝
フ
ィ

リ
ピ
ン
（
８
／
３
〜
８
／
８
）
／
目

的
＝
埼
玉
・
セ
ブ
も
の
づ
く
り
人
材

育
成
事
業

◆
中
野
道
王
教
授
（
機
械
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
８
／
４

〜
８
／
６
）
／
目
的
＝
同
前

◆
石
川　

孝
教
授
（
情
報
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
中
国
（
８
／
16
〜
８

／
21
）
／
目
的
＝
２
０
１
４　

Ｉ
Ｅ

Ｅ
Ｅ
／
Ａ
Ｃ
Ｍ　

社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
分
析
マ
イ
ニ
ン
グ
国
際
会
議
で
の

論
文
発
表

◆
岡
崎
昭
仁
助
教
（
ス
チ
ュ
ー
デ
ン

ト
ラ
ボ
）
／
出
張
先
＝
ブ
ー
タ
ン

（
８
／
20
〜
８
／
27
）
／
目
的
＝
Ｉ

Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｈ　

２
０
１
４　

Ｂ
ｈ

ｕ
ｔ
ａ
ｎ
に
て
学
会
発
表

◆
吉
澤
信
幸
教
授
（
創
造
シ
ス
テ

ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
シ
カ
ゴ

（
８
／
25
〜
９
／
１
）
／
目
的
＝
国

際
会
議
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｃ　

２
０
１
４
に
て

論
文
発
表

◆
伴　

雅
人
教
授
（
創
造
シ
ス
テ

ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
イ
ギ
リ
ス

（
８
／
30
〜
９
／
５
）
／
目
的
＝
欧

州
バ
イ
オ
マ
テ
リ
ア
ル
国
際
会
議
で

【
任
用
】（
９
月
１
日
付
）

◆
佐
藤
進
也
教
授
（
情
報
工
学
科
）

昭
和
38
年
９
月
30
日
生
ま
れ
。
昭

和
63
年
３
月
東
北
大
学
大
学
院
理

学
研
究
科
数
学
専
攻
博
士
前
期
課

程
修
了
。
博
士
（
情
報
理
工
学
）。

前
日
本
電
信
電
話
（
株
）
未
来
ね
っ

と
研
究
所
主
任
研
究
員
。

◆
竹
村
暢
康
准
教
授
（
電
気
電
子

工
学
科
）
昭
和
48
年
１
月
27
日
生

ま
れ
。
平
成
10
年
３
月
東
京
理
科

大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
電
気

工
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
。
博
士

（
工
学
）。
前
（
株
）
サ
ム
ス
ン
日
本

研
究
所
専
任
研
究
員
。

◆
竹
本
泰
敏
助
教
（
電
気
電
子
工

学
科
）
昭
和
56
年
６
月
11
日
生
ま

れ
。
平
成
22
年
３
月
芝
浦
工
業
大

学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
課
程

地
域
環
境
シ
ス
テ
ム
専
攻
修
了
。
博

士
（
工
学
）。
前
独
立
行
政
法
人
国

立
高
等
専
門
学
校
機
構
福
井
高
等

専
門
学
校
講
師
。

（
10
月
１
日
付
）

◆
芳
賀
健
講
師
（
共
通
教
育
系
）

昭
和
45
年
11
月
19
日
生
ま
れ
。
平

成
10
年
３
月
大
阪
市
立
大
学
大
学

院
理
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程
生

物
学
専
攻
修
了
。
理
学
（
博
士
）。

前
新
潟
大
学
理
学
部
特
任
助
教
。

◆
進
藤
卓
也
助
手
（
電
気
電
子
工

学
科
）
昭
和
55
年
９
月
21
日
生
ま

れ
。
平
成
26
年
３
月
日
本
工
業
大

学
大
学
院
工
学
研
究
科
電
気
工
学

専
攻
博
士
後
期
課
程
修
了
。
博
士

（
工
学
）。
前
埼
玉
県
立
浦
和
工
業
高

等
学
校
非
常
勤
講
師
。

【
昇
任
】（
10
月
１
日
付
）

◆
張
暁
友
准
教
授
（
機
械
工
学
科
）

→
教
授
に
昇
任

◆
飯
塚
完
司
准
教
授
（
創
造
シ
ス

テ
ム
工
学
科
）
→
教
授
に
昇
任

◆
足
立
真
准
教
授
（
生
活
環
境
デ

ザ
イ
ン
学
科
）
→
教
授
に
昇
任

【
任
命
】（
９
月
１
日
）

◆
英
語
教
育
セ
ン
タ
ー
長
兼
務

　

波
多
野
純
学
長
（
再
任
）

（
10
月
１
日
）

◆
機
械
工
学
科
主
任

　

神
雅
彦
教
授
（
新
任
）

◆
創
造
シ
ス
テ
ム
工
学
科
主
任

　

中
里
裕
一
教
授
（
新
任
）

の
研
究
発
表

◆
樋
口
佳
樹
准
教
授
（
生
活
環
境

デ
ザ
イ
ン
学
科
）
／
出
張
先
＝
ベ
ト

ナ
ム
（
８
／
31
〜
９
／
７
）
目
的
＝

ホ
ー
チ
ミ
ン
、
ホ
イ
ア
ン
に
お
け
る

排
水
処
理
の
現
地
視
察
お
よ
び
河

川
・
地
下
水
の
水
質
調
査

◆
那
須
秀
行
教
授（
建
築
学
科
）／

出
張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
９
／
５
〜
９

／
16
）／
目
的
＝
２
×
４
木
造
建
築

工
房
に
よ
る
カ
ナ
ダ
研
修
所
で
の

建
設
作
業
指
導

◆
勝
木
祐
仁
准
教
授
（
生
活
環
境

デ
ザ
イ
ン
学
科
）／
同
前

◆
野
口
憲
治
助
手
（
建
築
学
科
）

／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
９
／
５
〜

９
／
11
）
／
目
的
＝
同
前

◆
正
道
寺　

勉
教
授
（
情
報
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
ポ
ル
ト
ガ
ル
（
９

／
６
〜
９
／
13
）
／
目
的
＝
第
４

回
工
学
分
野
に
お
け
る
最
適
化
国

際
会
議
に
お
い
て
論
文
発
表

◆
小
田
恭
市
教
授
（
技
術
経
営
研

究
科
）
／
出
張
先
＝
ド
イ
ツ
（
９

／
７
〜
９
／
17
）
／
目
的
＝
ド
イ

ツ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
企

業
の
発
生
・
成
長
の
検
証

◆
北
久
保　

茂
准
教
授
（
情
報
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
ア
メ
リ
カ
（
９

／
７
〜
９
／
12
）
／
目
的
＝
第
30

回
デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
ト
国
際
会
議

で
の
座
長

◆
石
原
次
郎
助
教
（
情
報
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
９
／
８
〜

９
／
13
）
／
目
的
＝
カ
ナ
ダ
研
修

所
お
よ
び
Ｌ
Ｃ
に
て
出
前
授
業
な

ら
び
に
進
学
指
導

◆
勝
木
祐
仁
准
教
授
（
生
活
環
境

デ
ザ
イ
ン
学
科
）
／
出
張
先
＝
カ

ナ
ダ
（
９
／
９
〜
９
／
10
）
／
目

的
＝
同
前

◆
木
村
貴
幸
助
教
（
電
気
電
子
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
ス
イ
ス
（
９
／

12
〜
９
／
18
）
／
目
的
＝
２
０
１

４
年
非
線
形
理
論
と
そ
の
応
用
に

関
す
る
国
際
会
議
に
て
研
究
発
表

◆
松
浦
隆
文
助
教
（
情
報
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
ス
イ
ス
（
９
／
12
〜

９
／
20
）
／
目
的
＝
同
前

◆
江
藤　

香
准
教
授
（
情
報
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
ポ
ー
ラ
ン
ド
（
９

／
14
〜
９
／
20
）
／
目
的
＝
知
識

ベ
ー
ス
、
知
的
情
報
と
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
国
際
会
議

◆
松
田　

洋
准
教
授
（
情
報
工
学

科
）
／
同
前

◆
平
栗
健
史
准
教
授
（
電
気
電
子

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
ポ
ル
ト
ガ

ル
（
９
／
16
〜
９
／
22
）
／
目
的

＝
国
際
会
議
Ｎ
ｅ
ｔ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ　

２
０
１
４
で
の
論
文
発
表

◆
桑
原
拓
也
助
教（
も
の
づ
く
り
環

境
学
科
）／
出
張
先
＝
ド
イ
ツ（
９

／
20
〜
９
／
27
）／
目
的
＝
低
温
プ

ラ
ズ
マ
化
学
に
関
す
る
国
際
会
議

２
０
１
４
で
の
研
究
成
果
発
表

◆
二
ノ
宮
進
一
准
教
授
（
機
械
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
ア
メ
リ
カ
（
９

／
22
〜
９
／
27
）
／
目
的
＝
国
際

砥
粒
加
工
学
会
で
の
論
文
発
表
・
国

際
砥
粒
委
員
会
出
席
の
た
め

◆
神
野
健
哉
教
授（
電
気
電
子
工
学

科
）／
出
張
先
＝
ア
メ
リ
カ（
10
／

４
〜
10
／
10
）／
目
的
＝
２
０
１
４　

Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
シ
ス
テ
ム
、人
間
、サ
イ
バ

ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
に
関
す
る
国
際
会
議

◆
成
田
健
一
教
授
（
建
築
学
科
）
／

出
張
先
＝
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
（
10

／
４
〜
10
／
19
）
／
目
的
＝
第
７

回
都
市
気
候
に
関
す
る
日
独
会
議

で
の
論
文
発
表
と
座
長
・
第
３
回

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
に
関
す

る
国
際
会
議
で
の
論
文
発
表

◆
平
栗
健
史
准
教
授
（
電
気
電
子

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
キ
プ
ロ
ス

（
10
／
７
〜
10
／
12
）
／
目
的
＝
無

線
通
信
端
末
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

関
す
る
国
際
会
議
で
の
論
文
発
表

◆
梅
谷
篤
史
准
教
授
（
共
通
教
育

系
）
／
出
張
先
＝
ア
メ
リ
カ
（
10

／
７
〜
10
／
13
）
／
目
的
＝
第
４

回
日
米
物
理
学
会
合
同
核
物
理
分

科
会
で
の
論
文
発
表

◆
吉
田　

清
教
授
（
電
気
電
子
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
ア
メ
リ
カ
（
10

／
11
〜
10
／
17
）
／
目
的
＝
第
60

回
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
ホ
ル
ム
会
議
に
お
い
て

研
究
発
表

◆
木
村
貴
幸
助
教
（
電
気
電
子
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
韓
国
（
10
／

26
〜
10
／
29
）
／
目
的
＝
２
０
１

４
年　

通
信
と
複
雑
系
科
学
に
関

す
る
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参

加
、
座
長
、
論
文
発
表

◆
梅
崎
栄
作
教
授
（
機
械
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
イ
ン
ド
（
10
／
31
〜

11
／
５
）
／
目
的
＝
第
９
回
実
験

力
学
に
お
け
る
先
端
科
学
と
技
術

に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

て
論
文
発
表

国
外
出
張

人
事
異
動

「
授
業
改
善
を
問
う
」

み
や
し
ろ
キ
ラ
キ
ラ
体
操

防
災
訓
練
を
実
施

第
43
回
教
育
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

体
育
研
究
室
が
制
作
に
協
力
し
た

震
度
６
強
の
首
都
直
下
地
震
を
想
定
し
た

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
10
台
増
設

授業満足度が高い教員が自身の授業について説明

荒金講師による町民指導者養成講座

関東地区リフレッシュ理科教室

中学生科学教室

親子ものづくり教室

加須市少年少女発明クラブ体験教室

実際に消火器を用いて行われた消火訓練

小中学生対象のものづくり体験教室を実施

　夏休みの期間を利用して、小・中学生
やその保護者を対象とした各種体験教
室が実施された。理科や工業技術への
興味喚起を目的として毎年実施してい
る。上記の通り講義、実験、製作・実習な
どバラエティに富んだ内容で、各学科お

よび共通教育系の教員や学生が丁寧に
指導を行った。小・中学生にとっては夏
休みの自由研究のテーマとしても最適
で、また、大学キャンパスで大学教員か
ら指導を受けられる機会とあって、各イ
ベントとも定員を超える応募があった。

イベント名称 主な内容 実施日 参加数
中学生科学教室 光に関する講義、分光器製作 7/26（土） 14名
親子ものづくり教室 木炭電池製作など5テーマ 8/� 2（土） 41組
ひらめき☆ときめき
サイエンス 福祉ロボット製作 8/� 3（日） 20名

加須市少年少女
発明クラブ体験教室 創作ロボット製作 8/� 6（水） 36名

関東地区リフレッシュ
理科教室 実験、骨伝導スピーカー製作 8/23（土） 40名

子ども大学みやしろ 物理実験や動物園見学など 9・10月の計4回 52組

な
っ
た
。
続
い
て
、
プ
レ
ゼ

ン
タ
ー
の
教
員
が
、
授
業
へ

の
満
足
度
が
高
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
理
由
等
の
説
明
を

事
例
も
交
え
て
行
っ
た
。
授

業
方
法
は
三
者
三
様
だ
が
、

学
生
を
成
長
さ
せ
た
い
と
い

う
授
業
へ
の
情
熱
は
共
通
す

る
も
の
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ

れ
、
各
教
員
の
取
り
組
み
を

組
織
の
取
り
組
み
に
昇
華
す

る
、貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

　

第
43
回
教
育
改
革
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
７
月
31
日
（
木
）

に
開
催
さ
れ
た
。

　

本
学
に
は
「
教
育
の
質
保

証
」
の
た
め
の
取
り
組
み
と

し
て
「
学
生
に
よ
る
授
業
評

価
」
お
よ
び
全
教
員
を
対
象

と
し
た
「
授
業
公
開
・
相
互

評
価
」
が
あ
る
。

　

今
回
は
、「
学
生
に
よ
る

授
業
評
価
」
の
集
計
結
果
を

基
に
、
満
足
度
の
高
か
っ
た

上
野
貴
博
准
教
授
、
松
田
洋

准
教
授
、
齋
藤
理
佳
非
常
勤

講
師
の
３
名
が
プ
レ
ゼ
ン

タ
ー
と
し
て
登
壇
し
た
。

　

発
表
に
先
立
ち
、
教
育
研

究
推
進
室
の
栗
本
課
長
よ
り

「
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
」

等
の
集
計
結
果
に
関
す
る
説

明
が
あ
り
、
授
業
へ
の
評
価

の
全
体
像
が
浮
き
彫
り
と

　

体
操
は
本
学
、
宮
代
町

（
埼
玉
県
南
埼
玉
郡
）、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
き
ら
り
び
と
み
や

し
ろ
」
の
３
者
共
同
で
制
作

さ
れ
た
。
共
通
教
育
系
体
育

研
究
室
の
荒
金
幸
子
講
師
が

振
り
付
け
を
担
当
、
高
齢
者

に
配
慮
し
た
動
き
を
検
討
す

る
な
ど
の
試
行
錯
誤
を
重

ね
、
昨
年
に
完
成
し
た
。

立
っ
た
状
態
、
座
っ
た
状
態

の
２
パ
タ
ー
ン
あ
る
の
が
特

徴
で
、
時
間
は
約
６
分
。

　

今
年
か
ら
本
格
的
に
認
知

度
向
上
に
努
め
、
本
学
で
は

６
月
７
日
（
土
）
に
指
導
者

養
成
講
座
を
開
き
、
荒
金
講

師
が
50
名
の
町
民
指
導
者
に

指
導
を
行
っ
た
。
７
月
20
日

（
日
）
に
は
町
の
施
設
で
お

披
露
目
会
が
催
さ
れ
、
１
０

０
名
の
参
加
者
を
集
め
た
。

　

８
月
28
日
（
木
）、
本
学

宮
代
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

　

当
日
は
、
時
折
小
雨
が
降

る
天
候
で
あ
っ
た
が
、
学

生
、
教
職
員
、
関
連
会
社
、

近
隣
住
民
等
、
１
２
０
名
が

参
加
。
首
都
直
下
を
震
源
と

す
る
地
震
が
発
生
し
宮
代
町

内
で
震
度
６
強
の
揺
れ
を
観

測
し
た
と
の
想
定
を
も
と

に
、
午
前
９
時
よ
り
そ
の
場

で
身
の
安
全
を
確
保
す
る

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
か
ら

始
ま
り
、
校
内
一
斉
放
送
に

よ
る
避
難
訓
練
、
負
傷
者
搬

送
訓
練
、
初
期
消
火
訓
練
、

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置

訓
練
等
を
行
っ
た
。

　

訓
練
終
了
後
に
は
、
宮
代

消
防
署
か
ら
講
評
が
あ
り
、

改
め
て
防
災
へ
の
意
識
を
高

め
る
一
日
と
な
っ
た
。

　

自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
学
生
の
利
用

が
多
い
運
動
場
を
中
心
に
10

台
増
設
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

設
置
は
15
台
と
な
っ
た
。
具

体
的
な
設
置
場
所
に
つ
い
て

は
学
生
支
援
課
ま
で
。

女子学生向けランチを販売開始

　女性職員の意見を元にメニューを考案
し、秋学期から第一食堂で販売。月～
金の各日20食限定で390円。


